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■下田・域島較区の文化則■
城島町は広大な筑紫平野西部に位置しています。久留米市域西端を占め、北

から南西には筑後川が流れ、有明海へ注きます。町の大部分は標高4m程度で、らゅうせきさよう ひがたしつげん
筑後川の沖積作用によって形成された広大な干潟の湿原地にあたります。地理

的要因から往時の海岸線を推測すると、縄文時代以前の文化財の存在について

はあまりありませんが弥生時代以降、特に中世•近世の文化財は多く残ってい

ます。

この地に人々が移り住むようになったのは、合から2000年程度前のことで

弓。楢津に所在する久点遍賣iでは、発掘調首を実施した結果、i菰生時代・古砿8寺

代•中世の集落跡であったことが明らかとなりました。 また、内野遺跡 l」＼柳遺跡はじき さいしゅう
では弥生土器や土師器が採集され、弥生時代以降に人々の生活が営まれていた

のではないかと推測されています。とよしままびとときつら
平安時代になると、豊島真人時連という人物が大依に土着し、延喜年間(901

ときす lづ

~922年）にその子8寺祐が河中の島に移って館を築き、城島太郎時祐と名乗った

そうです。これが「城島」の地名の由来となりました。城島は、平安時代の終わり

ころから三瀦荘という荘園に含まれ、史料に「大依村」・「葦塚村」なとの村を確

認することができます。 この他にも中世には内野小柳植林•高津なとの村も

成立していたようで、草原が広がる内野、舟が出入りをする高津、植物が茂った

楢びぶ／」＼柳、墓のある葦原が芦塚なとその地名から往時の様子を窺えます。

応仁の乱が終わると、時代は戦国時代と呼ばれる争乱の時代に突入しまししょうに おおうち おおとも しまづ りゅうそうじ
た。 筑後地方城島も例外ではなく、少弐•大内・大友また島津•龍造寺など大大
名の勢刀争いのもとにありました。その渦中にあったのが下田城で、永禄7年

(1564)には大友義鎮は自ら高良山に陣して同城を攻め立てました。奮戦むなつつみさだもと
しく城主堤貞元は大友に下ったと伝わります。また、同時代の城である城島城

は、城島小学校敷地内に「本丸」の小字名が残り、ここが当時の城域と考えられほりわり
ます。現在も小学校南側には堀割が残っています。

戦乱の世が終わり江戸時代を迎えると、農業とともに酒や瓦和傘をはじめ

さまさまな産業が発達しました。この時代には指定文化財である城島天満宮のせきそうとりい こまいぬ あみだによらいさぞう
石造鳥居、浜天満宮の石造狛犬や芦塚の石造阿弥陀如来坐像をはじめ、多くの

石造物や塚が良く残り、合も町並みの一端を形成しています。

城島町は低地であるがゆえに、洪水なと自然災害が発生しやすいところでし

た。しかし、温暖な気候肥えた土壌豊富な水に患まれた環境が、人々の生活を

支え、さまさまな産業を興し、文化を育んできました。そして現在、下田城島校

区に残る多くの文化財は未来に伝えるべき貴重な財産となっています。
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■こんなにあるそ！！下田・撤島絞区の文化財■
No. 遺跡の名前 遺跡の時代 こんな遺跡です

1 籍筐 憾悔 室町時代 応おう安あん2年(1369)銘のある、地蔵板碑です。

3 竺呂ノ脇わさ板碑群 中 世
観音堂横の覆屋内に肥前様式の板碑13基が安

置されています。

4 宮ノ脇遺跡 南北朝時代
土師器などが多数散布しています。南北朝時代
の頃のものです。

5 堤貞元墾 江戸時代

ぷ文ん政せい5年(1822)にこ建んり豆ゅうされ9さ白9、したま正さ堤豊ぷんこ後のか守み貞元の

お墓です。下田城を築いた から5代目にあ

たります。

南北80け間ん、束西60間の城跡で、現在、下田天満

6 下田城跡 戦国時代 宮籟菌にあたります。堤貞正閃這霧尻ヵ嬉虚3

年(1462)に築城しました。

8 番 所 跡 江戸時代
遠見番所を設け、他国船の出入りを監視し、報
告させていた施設です。

ふなば こうさつば かつての船着場で、御触を書いた高札を揚げた， 船瑞・高札場跡 江戸時代
場所です。

天正年間、龍造寺氏と対立した蒲池氏が、東厳まんじ
10 卍 板 碑 江戸時代 寺という小鹿を建立した際、参道に建てたとい

われています。

1 1 内野遺跡 弥生時代 弥生土器などが多数散布しています。

城島天満宮境内にあたり、石い し坦tf_§ • う内ち堀ほりが現存して

13 城島城跡 安土 •桃山時代 います。城島城は天てんし正ょう9年(1581)、西牟田い家えち周か

が築城したと伝わっています。

14 城内・浦田遺跡 ヰ 世 土師器・陶とう磁じ器きが散さん布ぷしています。

15 
小字から推測した地割の跡です。現在ではほ瘍

八ッ手条里 江戸時代
整備などで名残を残すものがありません。

弥生土器が散布しています。城島警察署付近に

16 大依寺の脇遺跡 弥生時代 は貝塚があったとの話もあり、周辺には牡か蠣き殻がら

も散布しています。

久留米城下町札の辻を基点として設けられて

17 六町原一里塚 江戸時代 いましたが、現在は道路の拡張によりその姿は

ありません。


